
 

2022 年 10 月 29 日（土） 

SUPER FORMULA 第９戦 予選・決勝 

鈴鹿サーキット 

 

 

予選結果 

 

#64：８位 

#65：３位 

 

 

決勝結果 

 

#64：11 位 

#65：４位 

 

 

概要 

 

・TCS NAKAJIMA RACING の 2 台は揃って Q1 突破 

・Q2 では大湯は３番手、山本は８番手で決勝へ 

・決勝では山本は 11 位フィニッシュ、大湯は表彰台に一歩及ばず４位 

 

 

コメント 

 

総監督：中嶋 悟 

「ドライバーは２名とも頑張って走ってくれましたが、やはり本番でのペースがあま

りよくなったです。レースペースを維持できるマシンを作らなければならないので、

今日の状況からそこを改善して明日に臨みたいですね」 



 

 

#64：山本 尚貴 

「昨日、僕のフリープラクティスはあまり調子が良くなかったのですが、チームとし

てはいいデータがあったので、それを活かして予選に臨みました。昨日と比べるとか

なり改善はしましたが、根本的に直したいところは変わらず、予選はタイヤのグリッ

プなりにこらえられたかなというところです。今回はスタートもあまり良くなく、そ

こでポジションを下げてしまってからは中団に埋もれてしまいました。レースペース

が良くないのは、チーム的にもずっと続いているところです。明日もう一度チャンス

があるので、何とか来年につなげるためにも、レースでもう少し前に行けるようにし

たいです」 

 

#65：大湯 都史樹 

「スタートで 2 番手に上がったものの、昨日の時点で「決勝ではペースを維持できな

いかもしれない」という感覚がありました。それでも序盤のうちにポジションをもっ

と上げられるよう走りましたが、やはり野尻選手を攻略するのは難しかったです。そ

うこうしているうちに、後ろから迫られ、最終的には抜かれてしまいました。作戦や

ピット作業が良かったのでなんとか 4 位にはなれましたが、今の状態だと、仮にポー

ルポジションを獲れても決勝でズルズルと下がってしまうかなと思います。予選の速

さにこだわりたい気持ちはありますが、決勝のことも考えなければなりません。今日

のポールポジションとの 0.3 秒というタイム差を詰める作業が決勝にも活きてくるこ

とだと思うので、明日に向けて、この差を削っていけるよう頑張ります」 

 

 

※明日（30 日）は第 10 戦の公式予選が 9 時 05 分から行なわれます。 


